
市
で
は
平
成
１３
年
に
「
都
心

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
て

以
来
、
懇
談
会
や
検
討
会
な
ど

を
通
し
、
都
心
交
通
の
課
題
や

将
来
像
を
考
え
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
う
し
た
検
討

結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
、
実
験

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
都

心
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
当
た
り
、
今
年
度
に
行

う
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

�トラフィック機能
重視道路
主に円滑な自動車交通の実

現を目指す道路です。駐車場

の出入りや荷さばきなどの制

限、交差点の改良、違法駐車

がしにくい環境の整備など、

自動車のスムーズな流れを目

指します。

�アクセス機能重視道路
主に快適な歩行環境の実現を

目指す道路です。ゆっくり楽し

みながら歩けるよう歩道を広

げ、沿道の施設や緑と一体化し

た魅力的な空間をつくります。

また、公共交通機関への乗り継

ぎ機能を向上させます。さら

に、路上での荷さばきなど沿道

建物への出入り機能を充実させ

ます。

●
都
心
交
通
計
画
の
策
定

違
法
駐
車
や
放
置
自
転
車
な
ど
、
現

在
、
都
心
は
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
上
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
の
解

消
と
、
人
と
環
境
を
重
視
し
た
都
心
交
通

を
実
現
す
る
た
め
、
都
心
交
通
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
都

心
の
道
路
空
間
を
、
自
動
車
通
路
と
し
て

の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
重
視
道
路
と
、
歩

行
者
空
間
と
し
て
の
ア
ク
セ
ス
機
能
重
視

道
路
に
分
類
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
人
と

車
、
自
転
車
な
ど
が
共
存
で
き
る
よ
う
に

道
路
空
間
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
す
。
ま

た
、
都
心
交
通
の
円
滑
化
に
向
け
て
は
、

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
と
、
自

動
車
に
過
度
に
依
存
し
な
い
交
通
対
策
を

検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
違
法
駐
車
や
路

上
駐
輪
な
ど
の
交
通
問
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
道
路
を
利
用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
有
識
者

か
ら
な
る
「
札
幌
市
都
心
交
通
計
画
策
定

委
員
会
」
に
よ
り
、
検
討
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
委
員
会
は
、
１０
月
上
旬
か
ら
５
回
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
一
般
に
公
開

さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

人
と
環
境
を
重
視
し
た

都
心
交
通
の
実
現
を
目
指
し
て

イメージ図

流れが妨げら
れないよう、
駐車場の出入
りや荷さばき
を制限

歩行空間
の拡大

イメージ図

交差点に
右折車線
を設置

駐車がし
にくいよ
う工夫

沿道の施設や緑
と一体化した、
魅力的でゆとり
のある空間の創
出

バス、タクシ
ー乗り場やバ
スレーンの整
備

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
心
交
通
担
当
課
�（
２１１
）２
２
５
４
へ
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